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研究成果の概要（和文）：ヒトと同様に視覚・聴覚を優位に用いるセキセイインコを対象として視聴覚機器を用いたコ
ミュニケーションの実験を行った。セキセイインコは機器を通じて実時間で提示される相手個体の映像・音声に対して
、類似の行動をとるなど、敏感に反応した。一方で、その反応を事前に録画・録音した動画像の再生に対する反応と比
較した場合、それら2つの条件間での違いは限定的であった。つまり、ヒトにおいて一般に成立するこの種の新規な視
聴覚機器を用いた実時間でのコミュニケーションは、セキセイインコのような小型動物においてはヒトほど効果的では
なく、通信相手との情報交換という意味においては、その機能は限定的であると考えられる。

研究成果の概要（英文）：Budgerigars use visual and auditory inputs dominantly in their communication as 
well as humans. Thus, I investigated a possibility that communication via audio-visual devices can be 
established also in the avian species, like humans do. Budgerigars were sensitively reacted to stimuli of 
other birds presented on audio-visual devices. Some birds often showed a kind of behavioral contagion. 
However, comparing those behaviors with behaviors appeared in response to recorded audio-visual stimuli, 
the difference was limited, suggesting this kind of novel communication methods via audio-visual devices 
in real-time in small animals, such as budgerigars, was less effective than that in humans, especially in 
exchange of information between communication parties.

研究分野：実験心理学

キーワード： 視聴覚コミュニケーション
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１．研究開始当初の背景 
（１）ヒトが音声言語を獲得し、それによっ
てコミュニケーションできる主要な理由の
一つは、聞いた音を発声する、「発声模倣能
力」を持つためである。このように生得的で
ない新たな発声パターンを獲得し、それをコ
ミュニケーションに用いる動物種は少ない
（例えば類人猿には発声模倣能力自体がな
い）。そのため、会話によるヒトのコミュニ
ケーション研究のモデル動物の候補はかな
り限定される。しかし、まったく存在しない
わけではなく、例えば、オウム・インコの発
声模倣についてはよく知られている。これは、
これら動物種のコミュニケーションにおい
て不可欠な行動である。例えば、インコは群
れがうまく形成されると、個体間で発声パタ
ーンを模倣し合い、収斂させていく
(Farabaugh et al., 1994)。 
 
（２）また、現代において、ヒトはビデオ通
話のような視聴覚機器を用いたコミュニケ
ーションを行うようになった。このような新
たな形のコミュニケーション研究の潜在的
なモデル動物としても、オウム・インコには
高い可能性がある。たとえば、視聴覚機器に
提示される他個体の映像でさえも、つつき・
足踏みなどの運動模倣を引き起こす(Mui et 
al., 2004)という報告がある。また、その他数
多くの研究がセキセイインコの高い社会性
を報告している。 
 
２．研究の目的 
（１）インターネットを介したスカイプ・ビ
デオ通話等の視聴覚コミュニケーションの
研究において、セキセイインコがモデル動物
となり得るかを検討する。上手くいけば、こ
の実験系は音声と映像によるコミュニケー
ションツールを、ヒトにとってより円滑で心
地よいものとするための、生物を用いたモデ
ルとなることが期待される。 
セキセイインコの特性を考えると、隔離さ
れた状態におかれると、機械を介したもので
あっても他個体との接触を求めることが予
想される。行動の記録と程度の評定より、人
間社会におけるこのような新しいコミュニ
ケーションツールの位置づけと有効性、問題
点を比較認知科学的に議論することが可能
になると考えた。 

 
（２）隔離したトリを用い、この種のコミュ
ニケーションへの依存度を確かめる。相応の
依存度が確認されれば、直接の対面コミュニ
ケーションとの違いを検討する。また、この
種のコミュニケーションを効果的にするた
めの必須要素の特定を試みる。 
動物にとって、機械を介したコミュニケー
ションが社会関係の構築に十分有効である
ことが示されれば、ペットの飼育法・動物福
祉などから、社会や経済面にも大きな影響を
与えるものとなると考えた。 

３．研究の方法 
（１）防音箱の中に隔離された 2羽のセキセ
イインコを、カメラ・モニター、マイク・ス
ピーカーを介して結ぶ、映像・音声による双
方向通信ネットワークを構築した（図１）。 

図１ 実験箱をつなぐ通信システム模式図 
 
そして、一定期間その箱の中に隔離された
トリたちが、相手の視聴覚情報が与えられた
際の様子を録画・分析した。また、相手が空
のケージである場合、事前に録画した動画で
ある場合、また、一方向だけに視聴覚情報が
与えられる場合それぞれについて分析、比較
した。分析には、コンピュータによるトリの
運動量の自動的な測定と、人手によるトリの
行動パターンの定量的測定の両方を用いた。 
 
（２）先の実験システムに手を加え、また、
オペラント条件付け技術を用い、トリが点灯
するLEDをつつくと相手とコミュニケーショ
ンが取れるようにした（図２）。これにより、
機器を介した視聴覚コミュニケーションの
強化力の程度を測ることを試みた。 

図２ 強化力の程度を測る装置の模式図 



そして、提示される視聴覚情報が他のトリで
ある条件と空ケージである条件で、LED をつ
つく頻度に違いが生じるかどうかを検討し
た。 
 
４．研究成果 
（１）機器を通じて接続先の個体の映像・音
声が与えられ条件においては、空のケージが
提示される条件と比較して、トリの運動量が
増えた。一方で、事前に録画・録音した動画
像の再生に対する反応と比較した場合には、
統計的にはそれら2つの条件間で違いはみら
れなかった（図３）。とはいえ、時間軸に沿
った運動量の同期性について、相互相関を使
って分析すると、実時間で相手の行動が見ら
れる条件のほうが、同期性は高くなるという
結果が得られた（図４）。 

図３ 条件間でのトリの運動量の比較 

図４ 条件間での運動の同期性の比較 
 
また、人手による録画像の分析によれば、
“体を膨らませる”、“羽根をばたつかせる”、
“あくびをする”といった複数の行動につい
て、自発的な生起頻度と比較して、接続先の
相手個体と同じ行動の生起頻度が統計的に
有意に高いという結果が得られた（図５）。
これはつまり、視聴覚機器を通じた他個体の
運動が、行動伝染をもたらし得ることを示す
ものであり、Gallup ら(2015）とも一致した
結果である。しかしながら、実時間でのコミ

ュニケーション条件と事前に録画した動画
像を提示する条件との間でこの行動伝染の
頻度に統計的な差は見られなかった。 

図５ 行動伝染の分析結果 
 
（２）点灯した LED をつつくと機器が接続さ
れ、もう片方の実験箱からの視聴覚情報が受
け取れるという仕組みを備えた装置におい
て、オスのセキセイインコによる一定時間内
のつつき回数を分析した。その結果、視聴覚
装置に空のケージが提示される条件と、既知
のメスが提示される条件で見られるLEDをつ
つく頻度の差については、各個体を通じて観
測されるような一定の傾向は見られなかっ
た（表１）。 
 
表 1 各条件での LED のつつき頻度 

 
各条件での実験前日には、一定時間の給餌制
限をした後にエサ報酬を使って、LED つつき
により与えられる視聴覚刺激の種類を学習
させた。すなわち、LED をつつくとエサ報酬
が与えられ、同時に視聴覚機器に空ケージま
たはメスが提示されるという条件で100回の
LED つつきを行わせた。それにもかかわらず、
このような結果が得られたということは、視
聴覚機器を介した他個体とのコミュニケー
ションがそれほど強い強化力をもたないと
いうことを示していると考えられる。 
 
以上２つの研究の結果をまとめると、ヒト
においては、一般にビデオ通話のような視聴
覚機器を用いた実時間でのコミュニケーシ
ョンが成立するわけだが、これはセキセイイ
ンコにおいてはヒトと同程度の効果性を持
つコミュニケーション手段とはならないこ
とが確認された。つまり、通信相手との情報



の交換という意味では、この動物種について
は、このような手段によるコミュニケーショ
ンは限定的な効果しか持たないことを示す
結果が得られた。この結果は、ヒトが視聴覚
機器を用いたコミュニケーションに容易に
順応するのはなぜか、生物心理学的に検討す
るという新たな課題を生んだともいえる。 
一方で、セキセイインコがこのようなコミ
ュニケーション研究のモデル動物として不
適切であるという結論を出すべきでは必ず
しもないと考えている。この動物種の体サイ
ズや飼育の容易さなどを考えれば、適切な個
体をスクリーニングすることで、関連する
様々な研究の題材として大きな可能性があ
ることを示した研究でもあると考えている。 
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